
　
　
　
　

The Happiness Realization News

　
幸
福
実
現
党
が
昨
年
の
衆
院
選
で
訴
え
て
き
た
「
国
難
」
が

現
実
化
す
る
中
で
参
院
選
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
民
主
党

政
権
は
、
中
国
海
軍
の
太
平
洋
へ
の
進
出
と
い
う
国
防
危
機
と
、

デ
フ
レ
不
況
の
深
刻
化
を
招
い
て
い
る
。
参
院
選
を
前
に
、
こ

れ
ら
の
「
国
難
」
に
対
し
て
、
自
民
党
も
“
答
え
”
を
示
す
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
。
で
は
、
一
部
に
期
待
を
集
め
る
「
第
三

極
」
の
新
党
勢
力
は
“
答
え
”
を
出
せ
る
の
か
。
主
な
新
党
の

政
策
を
比
較
し
、
国
難
打
開
の
道
を
探
っ
た
。
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民
主
党
政
権
の
下
で
の

「
国
難
」

鳩
山
由
紀
夫
前
首
相
は
米
軍

普
天
間
基
地
移
設
問
題
で
、
こ

れ
ま
で
の
日
米
合
意
通
り
の
名

護
市
辺
野
古
へ
の
移
設
を
決
め

た
。
自
ら
「
県
外
移
設
」
に
こ

だ
わ
っ
た
た
め
に
、
９
カ
月
に

わ
た
っ
て
迷
走
し
た
う
え
、「
ト

ラ
ス
ト
・
ミ
ー
」
の
ひ
と
言
で

ア
メ
リ
カ
と
の
信
頼
関
係
を
大

き
く
損
な
っ
た
。

し
て
い
る
。

同
盟
国
に
対
し
て
注
文
を
つ

け
、
世
界
で
も
突
出
し
た
軍
拡

路
線
を
走
る
中
国
を
「
重
視
」

す
る
の
は
、
ま
さ
に
民
主
党
政

権
の
ス
タ
ン
ス
だ
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
で
、
同
党

の
政
調
会
長
は
民
主
党
の
政
調

会
長
代
理
を
務
め
た
こ
と
が

あ
り
、
政
策
的
に
は
“
同
根
”。

み
ん
な
の
党
は
「
第
二
の
民
主

党
」
と
言
っ
て
よ
く
、「
選
挙
後
、

み
ん
な
の
党
は
民
主
党
と
連
立

を
組
む
の
は
間
違
い
な
い
」（
大

手
紙
政
治
部
記
者
）
と
見
ら
れ

て
い
る
。

増
税
で
景
気
を
後
退
さ
せ
る

た
ち
あ
が
れ
日
本

平
沼
赳
夫
、
与
謝
野
馨
両
氏

が
共
同
代
表
を
務
め
る
「
た
ち

あ
が
れ
日
本
」
は
、
消
費
税
増

税
を
政
策
の
柱
に
掲
げ
、
４
月

末
に
発
表
さ
れ
た
「
基
本
政
策

骨
子
」
に
消
費
税
増
税
を
明
記

し
た
。与
謝
野
氏
は「
２
０
１
５

年
ま
で
に
10
％
に
引
き
上
げ
」

と
主
張
し
て
き
て
お
り
、
参
院

選
の
公
約
に
も
消
費
税
10
％
を

盛
り
込
む
方
針
だ
。

基
本
政
策
骨
子
で
は
、「
強

党 員
限定版

本
経
済
を
辛
う
じ
て
下
支
え
し

て
い
る
状
態
だ
が
、
中
国
は
資

産
バ
ブ
ル
崩
壊
の
危
険
が
あ
る
。

国
内
で
海
外
に
頼
り
過
ぎ
な
い

大
き
な
需
要
を
生
み
出
し
て
い

け
な
け
れ
ば
、
い
ず
れ
は
景
気

の
一
層
の
後
退
や
底
割
れ
が
避

け
ら
れ
な
い
。
民
主
党
政
権
は

40
兆
円
と
も
言
わ
れ
る
需
要
不

足
（
デ
フ
レ
ギ
ャ
ッ
プ
）
に
対

し
て
、
公
共
事
業
費
を
一
気
に

２
割
近
く
カ
ッ
ト
す
る
な
ど
、

デ
フ
レ
に
追
い
討
ち
を
か
け
て

い
る
。

み
ん
な
の
党
は

「
第
二
の
民
主
党
」

新
党
勢
力
の
中
で
注
目
を
浴

び
て
い
る
の
は
、
渡
辺
喜
美
氏

率
い
る
「
み
ん
な
の
党
」。「
小

さ
な
政
府
」
を
打
ち
出
し
て
い

る
が
、
実
際
は
、
社
会
主
義
色

の
強
い
民
主
党
の
政
策
と
酷
似

し
て
い
る
。

昨
年
の
衆
院
選
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
で
は
、
民
主
党
と
ほ
ぼ
同

じ
金
額
の
月
額
２
～
３
万
円

の
「
子
育
て
手
当
」
が
掲
げ
ら

れ
た
。
温
暖
化
ガ
ス
の
削
減
目

標
の
「
２
０
２
０
年
25
％
減
、

２
０
５
０
年
80
％
減
」
は
日
本

の
産
業
に
破
壊
的
な
打
撃
を
与

え
る
も
の
で
、
民
主
党
と
同
様
、

経
済
界
の
反
発
を
買
っ
た
。

安
全
保
障
政
策
も
実
は
民
主

党
そ
っ
く
り
。「
対
等
な
同
盟

関
係
と
い
う
立
場
か
ら
、
地
位

協
定
や
『
思
い
や
り
予
算
』
の

見
直
し
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
負

担
軽
減
等
の
面
で
、
米
国
に
言

う
べ
き
こ
と
は
言
い
、
求
め
る

べ
き
こ
と
は
要
求
」
す
る
一
方
、

「『
ア
ジ
ア
の
中
の
日
本
』
を
重

視
し
た
外
交
を
展
開
す
る
」
と

こ
れ
に
乗
じ
て
中
国
の
海
軍

艦
隊
が
宮
古
海
峡
を
通
り
、
沖

ノ
鳥
島
周
辺
で
本
格
的
な
軍
事

演
習
を
行
っ
た
。
あ
る
軍
事
専

門
家
は
、「
中
国
海
軍
は
太
平

洋
を
も
“
自
分
の
海
”
に
し
よ

う
と
す
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す

る
。
哨
戒
艦
沈
没
事
件
で
緊
張

が
高
ま
り
、
朝
鮮
半
島
有
事
も

あ
り
得
る
情
勢
だ
。

景
気
の
面
で
は
、
中
国
な
ど

の
新
興
国
の
旺
盛
な
需
要
が
日

い
経
済
へ
本
物
の
成
長
」
と
う

た
っ
て
い
る
が
、
現
在
、
消
費

者
が
安
売
り
を
求
め
る
中
で
消

費
税
を
上
げ
れ
ば
、
消
費
が
一

気
に
落
ち
込
み
、
成
長
を
止
め
、

強
い
経
済
の
実
現
は
難
し
い
。

一
方
、
こ
の
骨
子
か
ら
は
安

全
保
障
政
策
が
抜
け
落
ち
て
い

る
。
こ
の
政
党
の
国
内
政
策
へ

の
偏
重
は
、
緊
迫
す
る
東
ア
ジ

ア
情
勢
か
ら
す
れ
ば
、
大
き
な

不
安
要
素
だ
。

創
新
党
に
よ
る

地
方
分
権
の
“
リ
ス
ク
”

地
方
の
首
長
を
中
心
に
結
成

さ
れ
た
「
日
本
創
新
党
」
は
、

「
小
さ
く
て
賢
い
政
府
」「
廃
県

置
州
」
を
掲
げ
て
地
方
分
権
の

実
現
を
目
指
す
が
、
果
た
し
て
、

時
代
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

今
の
日
本
に
と
っ
て
最
重
要

課
題
は
、
東
シ
ナ
海
や
西
太
平

洋
を
勢
力
圏
に
置
こ
う
と
す
る

中
国
の
覇
権
主
義
に
ど
う
対
処

す
る
か
だ
。
鳩
山
前
首
相
が
普

天
間
問
題
で
「
沖
縄
県
民
の
思

い
」
に
こ
だ
わ
っ
て
迷
走
を
続

け
た
よ
う
に
、
安
全
保
障
に
お

い
て
地
方
分
権
は
必
ず
し
も
望

ま
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

東
ア
ジ
ア
で
の
“
最
後
の
冷

戦
”
が
終
わ
る
ま
で
は
、
道
州

制
も
含
む
「
地
方
主
権
」
的
な

主
張
は
リ
ス
ク
が
極
め
て
高
い
。

ま
た
、「
小
さ
な
政
府
」
を

掲
げ
な
が
ら
、
消
費
税
率
を
段

階
的
に
15
％
に
引
き
上
げ
る
と

し
て
い
る
の
は
不
可
解
だ
。

国
防
危
機
と
需
要
不
足
を

克
服
す
る
幸
福
実
現
党

こ
う
し
て
見
る
と
、
日
本
を

見
舞
う「
国
難
」に
対
す
る“
答

え
”
を
出
し
て
い
る
の
は
、
幸

福
実
現
党
し
か
な
い
。

中
国
の
軍
拡
と
覇
権
主
義
に

対
し
て
は
、
ま
ず
は
、
集
団
的

自
衛
権
を
認
め
る
な
ど
の
日
米

同
盟
の
強
化
策
を
打
ち
出
す
。

加
え
て
、
抑
止
力
に
お
い
て
圧

倒
的
優
位
に
立
つ
技
術
を
開
発

す
る
た
め
、防
衛
産
業
に
航
空
・

宇
宙
分
野
も
合
わ
せ
て
10
年
間

で
１
０
０
兆
円
規
模
の
投
資
を

行
う
方
針
だ
。
最
終
的
に
東
ア

ジ
ア
の
冷
戦
構
造
を
崩
す
た
め
、

中
国
と
北
朝
鮮
の
民
主
化
も
目

指
す
。

深
刻
な
需
要
不
足
に
対
し
て

は
、
リ
ニ
ア
新
幹
線
な
ど
交
通

イ
ン
フ
ラ
に
積
極
的
に
投
資

し
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
を

１
時
間
圏
内
で
結
ぶ
「
交
通
革

命
」
を
推
進
。
併
せ
て
、
ロ

ボ
ッ
ト
産
業
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

開
発
な
ど
に
対
し
て
官
民
で
10

年
１
０
０
兆
円
規
模
の
資
金
を

集
め
、
未
来
産
業
を
立
ち
上
げ
、

自
動
車
や
電
機
を
超
え
る
よ
う

な
１
千
万
人
以
上
の
雇
用
を
創

出
す
る
構
想
は
、
日
本
に
再
び

高
度
成
長
を
も
た
ら
す
も
の
だ
。

幸
福
実
現
党
が
掲
げ
る
政
策

こ
そ
が
、
民
主
党
政
権
に
よ

る
「
国
難
」
を
打
開
す
る
。
こ

の
参
院
選
で
政
策
論
争
を
戦
わ

せ
る
中
で
、
そ
れ
が
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。　
（
吉
）

平成 22 年（2010 年）6月 7日
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新党勢力は
「国難」に
どう向き合う？
幸福実現党のみが示す打開策
「防衛の強化と、未来産業に
10年で２００兆円の投資を」

主な新党の政策を比較　（5月31日現在）

国難打開のための政策を
訴える幸福実現党の石川
悦男党首（千葉駅前）。

迫
る
参
院
選

幸福実現党 みんなの党 たちあがれ日本 日本創新党

消費税
将来的に廃止

（ゼロ％）
「増税を認めない
という立場はとら
ない」

増税
（10％に引き上げ
　る方針）

15％を上限に
段階的に引き上げ

（増税）

外交
・

安全保障

・日米同盟の強化
・防衛産業の育成
　など防衛力強化

アメリカとの対等
な同盟
アジア重視

明示なし
（外交･安全保障 
　の政策なし）

道州制が安全保
障の足かせになる
可能性も

基本政策

・基幹産業の育成  
　による雇用創出
・塾を学校として   
　認めるなどの参
　入自由化　

など

・脱官僚
・地域主権
・生活重視

財政再建重視の
ため増税路線

地方を重視した
「廃県置州」



2008年以降の政治提言を一冊に凝縮

幸福の科学グループ創始者 兼 総裁
幸福の科学グループ創始者 兼 総裁

なぜ、宗教が政治に進出するのか！？

この国に精神的主柱を
定価 2,100 円（税込）

定価 1,050 円（税込）

宗教立国の精神
大川隆法 大川隆法

日本を
自由の大国へ大川隆法

政治提言集

か
わ
ら
ず
情
報
開
示
を
徹
底
さ

せ
、
学
力
テ
ス
ト
の
実
施
・
開

示
の
義
務
も
課
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
オ
ラ

ン
ダ
と
同
様
、
下
手
な
教
育
を

す
れ
ば
生
徒
が
集
ま
ら
ず
淘
汰

さ
れ
る
の
で
、
教
育
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
者
は
こ
ぞ
っ
て
競
争
し
、

教
育
の
質
も
良
く
な
り
ま
す
。

農
地
売
買
を
自
由
化
し

他
の
産
業
と
同
じ
く
稼
げ

―
―
教
育
と
同
時
に
、
農
業
も

政
府
の
規
制
が
強
い
産
業
で
す
。

農
業
へ
の
参
入
規
制
は
撤
廃

す
る
べ
き
で
す
。
農
地
法
で
は
、

地
域
の
農
家
で
つ
く
る
農
業
委

員
会
の
許
可
が
な
け
れ
ば
、
農

家
も
民
間
企
業
も
農
地
を
売
買

で
き
ま
せ
ん
。
し
か
も
農
業
委

員
会
は
、
た
と
え
耕
作
す
る
フ

リ
を
す
る
だ
け
で
も
所
得
が
保

障
さ
れ
る
農
家
も
保
護
し
て
し

民主党政権は、高校無償化や教員免許更新制の廃止
を打ち出し、教育の質の向上については何も手を打っ
ていない。どうやったら、低下傾向にある学力を上げ
ていくことができるのか。教育分野のほか、農業や雇
用なども含め、規制緩和・撤廃のあり方について、政
策研究大学院大学、福井秀夫教授に話を聞いた。

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
既
得
権
益

を
守
る
た
め
に
、
株
式
会
社
の

農
業
生
産
法
人
へ
の
参
入
を
冷

遇
し
、
一
般
資
本
が
入
ら
な
い

よ
う
抵
抗
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
日
本
の
農
業
は
、
本

来
高
い
潜
在
的
技
術
力
、
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。

農
地
を
集
約
化
、
大
規
模
化
し

て
、
得
意
分
野
で
あ
る
高
付
加

価
値
の
肉
や
果
樹
、
花
な
ど
を

徹
底
的
に
開
拓
す
れ
ば
、
ま
だ

ま
だ
生
き
残
れ
ま
す
。

―
―
農
地
の
集
約
化
は
、
ど
う

進
め
る
べ
き
で
す
か
。

集
約
化
に
は
、
農
地
の
持
ち

主
と
の
権
利
調
整
が
必
要
で
す

か
ら
、
そ
の
点
は
、
戦
後
の
農

地
解
放
と
逆
に
、
政
府
が
い
っ

た
ん
収
用
権
を
発
動
し
、
全
面

買
収
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
た

だ
、
買
収
後
の
土
地
利
用
は
、

農
水
省
や
農
業
委
員
会
に
口
出

し
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。
競
争

入
札
に
よ
っ
て
、「
採
算
が
と

れ
る
」
と
考
え
て
落
札
す
る
個

人
農
家
や
株
式
会
社
の
自
由
に

さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
農
業
委
員
会
の

裁
量
で
農
地
転
用
の
許
認
可
を

さ
せ
る
の
は
や
め
、
農
地
の
売

買
や
賃
貸
も
、
株
式
会
社
の
参

入
も
全
部
自
由
化
す
る
。
そ
の

上
で
、
他
の
産
業
と
同
じ
く
、

消
費
者
に
支
持
さ
れ
る
作
物
を

生
み
出
し
、
競
争
で
勝
て
る
体

力
を
身
に
つ
け
る
べ
き
で
す
。

空
港
発
着
枠
を
入
札
制
に

し
て
自
由
競
争
を

―
―
航
空
分
野
で
は
、
小
型
航

空
機
を
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
感
覚

で
利
用
で
き
る
「
空
の
自
由

化
」
を
考
え
て
い
ま
す
。

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
ま
だ
ま
だ

伸
び
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

解
雇
の
制
約
を
外
し

過
度
な
保
護
の
見
直
し
を

―
―
高
齢
者
が
働
き
続
け
ら
れ

る
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
も
、

雇
用
規
制
の
緩
和
が
必
要
で
す
。

意
欲
も
能
力
も
あ
る
高
齢
者

を
社
会
か
ら
締
め
出
す
の
が
、

今
の
定
年
制
の
副
作
用
で
す
ね
。

こ
れ
は
年
齢
に
よ
る
差
別
で
す
。

〝
諸
悪
の
根
源
〟
は
解
雇
規

制
で
す
。
日
本
で
は
、
特
に
正

規
雇
用
の
場
合
、
一
度
雇
っ
た

ら
給
料
分
の
働
き
が
発
揮
さ
れ

な
く
て
も
、
簡
単
に
は
解
雇
で

き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、「
整
理

解
雇
」
と
対
比
さ
れ
る
「
普
通

解
雇
」
で
は
、
企
業
の
金
を
使

い
込
ん
だ
人
で
さ
え
、
容
易
に

辞
め
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
制
約
さ
え
あ
る
。
あ
る

意
味
、
労
働
市
場
が
一
見
、
保

護
を
強
め
る
規
制
だ
ら
け
だ
か

ら
、
有
能
な
高
齢
者
等
が
か

え
っ
て
締
め
出
さ
れ
る
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
解
雇
規
制
が

あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
で
も
ク
ビ

が
切
ら
れ
る
リ
ス
ク
は
あ
る
反

面
、
転
職
市
場
が
発
達
し
、
労

働
の
流
動
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
意
欲
と
能
力
さ
え

あ
れ
ば
、
年
齢
に
関
係
な
く
働

き
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

つ
ま
り
、
給
料
に
見
合
う
労

働
生
産
性
を
持
た
な
い
人
を
解

雇
で
き
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
実

力
勝
負
で
人
材
を
採
用
す
る
企

業
も
増
え
る
。
思
い
切
っ
て
高

齢
者
を
雇
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
解
雇
さ
れ
た
人
た
ち
も

別
の
企
業
で
雇
わ
れ
や
す
く
な

り
、
適
材
適
所
も
進
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
聞
き
手　

横
田
基
文
）

町
内
会
や
教
会
が
学
校
を
設
立
し
、そ
れ
を

政
府
が
補
助
す
る
か
た
ち
で
構
わ
な
い

な
ら
い
く
ら
と
、
一
人
当
た
り

の
バ
ウ
チ
ャ
ー
額
を
定
め
、
生

徒
数
を
基
準
に
各
学
校
に
国
庫

補
助
す
る
と
い
う
方
法
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
町
内
会
や

教
会
な
ど
、
任
意
団
体
で
も
学

校
設
立
が
で
き
ま
す
。
し
か
も
、

ど
の
学
校
で
も
生
徒
一
人
当
た

り
一
定
額
の
補
助
金
、
す
な
わ

ち
バ
ウ
チ
ャ
ー
と
す
べ
き
旨
、

憲
法
で
決
ま
っ
て
い
る
。
究
極

の
姿
は
こ
う
あ
る
べ
き
で
す
。

基
本
的
に
は
、
最
低
限
の
学

習
指
導
の
基
準
さ
え
守
れ
ば
、

バ
ウ
チ
ャ
ー
を
適
用
す
る
。
文

科
省
傘
下
の
学
校
だ
け
に
補
助

金
が
あ
る
の
も
、
憲
法
の
平
等

原
則
違
反
で
す
。
学
力
の
到
達

点
に
責
任
さ
え
持
て
れ
ば
、
教

師
の
採
用
も
、
教
え
方
も
学
校

の
自
由
で
構
い
ま
せ
ん
。

そ
の
代
わ
り
補
助
金
が
入
っ

た
学
校
は
、
金
額
の
多
寡
に
か

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
―
ワ
シ
ン
ト

ン
間
は
、
シ
ャ
ト
ル
便
が
ど
ん

ど
ん
飛
ん
で
い
る
の
で
非
常
に

便
利
で
す
。
し
か
し
日
本
で
は
、

空
港
の
ス
ロ
ッ
ト
（
発
着
枠
）

を
、
ニ
ー
ズ
を
知
る
わ
け
で
も

な
い
官
僚
が
分
配
し
て
い
る
。

だ
か
ら
、
地
方
の
不
採
算
路
線

が
優
遇
さ
れ
る
一
方
で
、
ニ
ー

ズ
の
高
い
東
京
―
大
阪
間
や
東

京
―
福
岡
間
な
ど
が
増
便
で
き

な
い
ん
で
す
。
国
際
発
着
枠
も

現
実
遊
離
で
す
。

―
―
何
を
改
善
す
べ
き
で
す
か
。

ス
ロ
ッ
ト
の
分
配
を
一
般
競

争
入
札
に
す
る
こ
と
で
す
。
Ｊ

Ａ
Ｌ
で
も
Ａ
Ｎ
Ａ
で
も
途
上
国

の
航
空
会
社
で
も
、
と
に
か
く

発
着
枠
使
用
の
値
段
を
一
番
高

く
つ
け
た
と
こ
ろ
に
分
配
す
る
。

当
然
、
混
雑
が
見
込
ま
れ
る
時

間
帯
の
ス
ロ
ッ
ト
は
高
値
が
つ

き
ま
す
。
そ
れ
で
も
東
京
―
大

阪
間
の
よ
う
な
ド
ル
箱
路
線
で

あ
れ
ば
採
算
が
と
れ
ま
す
の
で
、

一
人
当
た
り
の
運
賃
負
担
は
下

が
り
ま
す
。
さ
ら
に
便
数
が
増

え
れ
ば
、
事
実
上
の
シ
ャ
ト
ル

便
と
な
り
、
空
の
便
は
見
違
え

る
よ
う
に
よ
く
な
り
ま
す
。

本
来
、
空
港
の
運
営
も
、
誰

で
も
参
入
で
き
る
よ
う
に
す
べ

き
で
す
。
空
港
の
設
置
は
、
国

営
か
地
方
公
営
と
い
う〝
常
識
〟

が
あ
り
ま
す
が
、
奇
妙
な
思
い

込
み
で
す
。
安
全
管
理
の
徹
底

は
前
提
に
あ
り
ま
す
が
、
広
大

な
土
地
と
滑
走
路
が
あ
れ
ば
、

空
港
は
民
間
で
も
設
置
管
理
で

き
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
を
は
じ
め
、

民
営
化
の
成
功
例
は
多
数
あ
り

ま
す
。
東
京
に
も
民
間
に
よ
る

第
二
、
第
三
の
空
港
が
あ
っ
て

も
い
い
ん
で
す
。
日
本
の
空
の

塾
も
予
備
校
も
、
学
校

と
し
て
認
め
れ
ば
い
い

―
―
学
力
低
下
が
顕
著
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
教
員
の
質
を
上

げ
る
た
め
に
何
が
必
要
で
す
か
。

教
員
免
許
そ
の
も
の
が
、
ナ

ン
セ
ン
ス
で
す
。
基
本
的
に
は

生
徒
が
喜
び
、
学
力
が
伸
び
れ

ば
よ
い
だ
け
で
免
許
な
ど
は
一

切
要
り
ま
せ
ん
。
現
に
、
大
学

教
員
に
は
免
許
が
あ
り
ま
せ
ん

が
、
そ
れ
自
体
に
支
障
は
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
教

員
は
、
大
学
の
評
判
を
落
と
す

の
で
淘
汰
さ
れ
ま
す
か
ら
。

む
し
ろ
、
一
度
採
用
試
験
に

通
れ
ば
、
ど
ん
な
教
師
で
も
教

壇
に
立
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
ほ
う
が
問
題
で
す
。
教
員
免

許
廃
止
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
、
い

じ
め
を
放
置
し
た
り
学
級
崩
壊

を
解
決
で
き
な
い
教
師
に
、
き

ち
ん
と
し
た
基
準
の
下
で
去
っ

て
も
ら
え
る
制
度
も
必
要
で
す
。

―
―
学
校
へ
の
参
入
も
自
由
化

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

公
立
学
校
や
国
立
学
校
な
ど

は
す
べ
て
や
め
て
し
ま
え
、
と

い
う
の
が
私
の
立
場
で
す
。
す

べ
て
学
校
単
位
で
民
営
化
さ
せ
、

自
由
度
の
高
い
独
立
採
算
の
法

人
に
す
る
。
株
式
会
社
が
参
入

し
て
も
い
い
で
す
し
、
情
報
開

示
さ
え
き
ち
ん
と
や
れ
ば
、
塾

や
予
備
校
も
学
校
と
し
て
認
め

た
ら
い
い
。
責
任
の
所
在
を
不

明
確
に
す
る
教
育
委
員
会
は
な

く
て
も
よ
い
。

―
―
教
育
予
算
は
ど
う
な
り
ま

す
か
。

補
助
金
と
し
て
、
小
学
校
か

ら
大
学
ま
で
一
貫
し
て
、
バ
ウ

チ
ャ
ー（
＝
ク
ー
ポ
ン
）を
使
っ

た
「
利
用
券
方
式
」
を
導
入
す

れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
小
学

１
年
生
な
ら
い
く
ら
、
高
校
生
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